
に る

．  

モ の 置 林が 葉 人工林

谷 ・向 平・ 子

置された 林の とその 生する の刈り いによる が、植生回 に る影響を5年 調査した。 、

林は と どの 所で 向にあった。 生 の本数は 林 地よりも多い 向にあったが、 はあまり わ

らなかった。一方、 広葉 は、 林 地に 、種数、本数とも ない 向がみられたが、 が い 向がみ

られ広葉 林 の回 が いことが示 された。多種多様な広葉 の 種 成だったが、 イ ニア種の生 本数が多い

向がみられた。 植生の被 は95 まで回 し、 的機能の回 も 調と られた。 

キ 広葉 、 生 刈り い、植生回 、 置 林

森林や農地 大していることが と

なり（ ・  1 7  2 6）、 、 的

な を って が められている（たと 、

いしかわ森林 業）。 地 の森林や農

地 の の 大を防 ためには、 の

部での に加 て、その発生 となっている林

分での 置された 林の が必要である。しか

も、 は地中で栄 するために、 の

のみでは 生 によってまた の 林 回 して

しま ため、 を に やすためには、数年

の 生 の刈り いが必要である（石 ら 1

ら 2 5、2 8 木ら 2 8）。石川県では平

271 加 W 15 5007,500 11.1
2 能 102 NW 20 5006,400 12.2
3 能 W 5112 5006,400 9.6

成 24 年からの いしかわ森林

業 での 葉 人工林 した 林（以 、

林）の に加 、平成 29 年からの

いしかわ森林 業 において、発生 と

なっている 林（以 、 置 林）の も っ

ている。 林では、 の機能の回

を するために植生回 のモニタリン 調査を

い（ 谷 2 18）、 置 林においても同様に

の植生回 のモニタリン 調査を っている。 

林の 地では、 の 年

の 生 の刈り いで、 の本数や は刈り

い に したものの、 に 加する 向が

みられた（ 谷 2 18）。一方、 広葉 は、種

数・本数ともに に に 加した 3～ 年

4 93 S 30 7,800 1,100 11.1
5 125 SW 25 4003,700 9.6
6 67 E 20 2008,000 12.6
7 45 N 30 8007,900 12.5
8 29 N 0 5009,000 13.6

759 SE 30 70012,000 12.1
10 90 SE 0 10,400 1,600 10.0
11 W30 10 11,400 1,500 8.5
12 26 SE 30 6006,400 14.7

原 42 NE 20 7007,200 10.0
E103 5 5007,300 12.3

18 SW 5 9,200 2,300 10.6
119 SE 15 05,400 12.1
125 SE 20 4,700 1,000 8.2
105 5SW 7,600 1,200 11.0
25 W 25 60012,100 9.5

E55 20 11,700 1,300 13.1

/ha /ha
No

13
14
15
16
17 能登
18 能登
19 能登
20

-1. の 前の  

Kodani J、Mukono S、Tomisawa H (2 23) Effects of cutting and weeding of abandoned bamboo forests on 

vegetation recovery 
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．  

2 1 年の の か、2 21年の 生 の本数と

平 、および 年目の刈り いの有 を 明

数に用い、 ンダ 効果には調査地を 定した。

これらの には、R（ e Team 2023）を用いて、

glme 関数（package”lme4”: Bates et al. 2023）

によってモ ルを 成した。 

1． の と の

1は、2017～2021年までの 2 か所の 生

の平 本数と平 の である。2017年には

の が と ど 以 であったので、

生 は 発生であった。 生 の本数は、2018

年に 多(10 本 となったの に 向を

示した（2 21年 38本）。 は2 19年（刈り い
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図-1. の と の  

図-2. と の  

目以 は ぼ いで したが、 は し

て 加 向を示していた（ 谷 2018）。また、

植生の被 も 加 向であった（ 谷 2018）。

このことから、 林の では の いを

に さ ることはできなかったものの、広葉

の や林 の植生回 は 成できたと ら

れる。 

そこで、 置 林での が植生回 にどのよ

な影響があったかを するため、県内2 か所

の 業によるモニタリン 調査地において、

の とその の 生 の刈り いが植生回

に及ぼす影響を 年 調査したので報 する。 

．  

 調査は、石川県内2 か所の 置 林 地で

ある（表-1）。この 業では、1年目に を

し2～ 年目は 生 を刈り っている。ただし、

20か所の か所においては 業 の 年

にも刈り いを っていた。 

 2 1 年 、それぞれの 地の 的な 地

の 所に10 ×10 の 定 トを1か所

設けた。 ト内では、 生 および の可

能な実生の から 木性広葉 の本数と さを

調査した。  

 調査方法として、 ト内を2 シュ（

2 ）に区 り、 シュごとに および 種

の本数と 大 を 定した。さらに10 ×10

の ト内に1 1 の トを か所

（原 として、中 と ）設け、植生被 と A0

の被 を めた。 トでは地上部1.5

の さで ンズを用いて 写真を 影

（ 500  eye  8、 

0.21X、 ）し、 を した。

は、 影した写真から の 写真

 2（ 中 2 0 ）を って とし

て めた。調査は、2017～2021年の に った。 

 広葉 の の 方法として、2018年（

2年 ）および2021年（ 年 ）の

広葉 の種数、本数に関係する要 を分 す

るために、一 化 モ ル（GLMM）を 成

した。2 18年の広葉 の種数と本数を目的 数に

した場 は、 、 の平 、

（2 17年）の を 明 数に用い、

ンダ 効果には調査地を 定した。また、2 21年

の広葉 の種数、本数を目的 数とした場 は、

図 ． 7 の と の  
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2回目）に1 頭 になったが、その 加 向

を示した（2 21年 21 ）。場所ごとに、 （生

）の本数と 生 の本数の関係（ -2）を調

たとこ 、ど らも 関関係はみられなかった 

(p 。2 18年は2 21年に らつきが大き

く、 本数の多いとこ で 生 本数の多い場

0
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30 460 19.9 88555 65 63539.0 204.9
60 445 20.2 60 530 60 61529.4 66.1

90 585 70 59520.9 156.3
20 70 60 64038.4 55 52522.2 113.7
30 55 85 65029.4 85 51024.9 166.2
25 90 28.2 29550 45 38524.9 119.5

100 7,825 65 38526.9 177.8
30 65 13.2 50 280 35 36527.7 50.5

30 1,310 20

1 シ
2 シ
3
4 バキ
5 ノ キ
6 エノキ
7
8
9 シ

19014.3 168.2
5 25 30 1858.8 30 18037.0 115.5

35 250 24.9 25530 20 17556.1 105.6
35 155 34.8 30 215 30 17543.2 93.0
30 380 9.3 40 450 20 14025.3 103.0
30 175 25 23510.9 35 13522.7 104.9
10 25 357.8 165 45 10022.3 87.8

55 365 50 9015.3 80.1
10 15 30 6011.7 40 8036.5 132.4

50 565 25 8022.5 226.5
30 60 31.4 30 70 111.2

5 85 1.3 5 50 20 7021.5 84.3
10 30 30 15516.5 30 6525.4 186.1
15 20 45 7024.0 30 6514.2 143.7

5 5 4.0 5 60 60.0
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図-4. の と の  
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がみられた。また、2017年の と2 18年お

よび2021年の 生 本数の関係でも 関関係はみ

られなかった（ -3 p>0.05）。2018年では らつ

きが大きかったのに し、2 21年では 体に本数

が し による は さい 向がみられた。 

2． の と の  

 ト内に した 木広葉 の平 種数と

平 本数の を に示す。平 種数は2 1 年

に5.6種であったのが2018年に1 3種に （

2 ）したの 2 21年には12 種（2 18年から

1 ）と いないしはやや 向となっ

た。平 本数は2 1 年に 本 1 であったの

が2 18年に2 本 1 に （ 8 ）した

、一 して 向を示し2021年には100.1本

/100 となった（2018年から61.1 ）。2018

年の種数または本数を目的 数とし、 の本数

や および2 1 年の を 明 数とする関

係性を GLMM で した結果、種数ではどの要 で

も有意な関係性はみられなかった（p>0.05）が、

本数では 本数と が正の、 が の、

それぞれ有意な関係がみられた（p<0.05）。一方、

2 21年の種数または本数を目的 数とし、2017年

の 、2021年の 生 の本数、 生 の 、

回目の刈り いの有 を 明 数とする GLMM で

した結果、種数では 生 の および 回目

の刈り いの有りで の関係がみられ、本数では

が正の、 の本数と3回目の刈り い有りが

の、それぞれ有意な関係性を示した（p<0.05）。

2 1 年の と2 18年および2 21年の本数との

関係をみると、2 18年では らつきが大きく 関

関係がみられなかった（p ）のに し、2021

年では有意な 関関係がみられた（ -5 p<0.05）。 

3． の と の  

 は、 木広葉 の平 と平 の

年 化を示している。平 は

8 であったのが に し 年 には3 と

なったのに し、平 は、2 18年に1 し

たの 一 して上 向を示した（2 21年 120cm）。

と広葉 の平 の にはどの年におい

ても有意な 関関係はみられなかった（p>0.05）。 

2 18～2 21年での の平 と広葉 の平

の関係をみると、2 18～2 2 年までは に

有意な正の 関関係が められた（ - （たと

、201 年） p<0.05）。しかしながら、2021年で

は 関関係がみられなかった（p>0.05）。 

A 0

木

A0

図-8. と A0 の  

4． の の  

 表-2は、2017年（ ）、2018年（

年）および2021年での 木広葉 の

、平 本数および平 を 種数 種の

2021年に本数の多かった上 3 種で示してい

る。201 年には、 から していたとみら

れるシ ダモ、 バキ、 シといっ

た 広葉 の か、 ミズ やコシア

などの が く本数が多い 向がみられ

た。それに し、 年（2 18年）にはアカ

シ 、カ ス ンシ 、イイギリ、 ノキ

など、 にはみられなかった、いわ る イ

ニア 種が に 加した。2021年には、アカ

シ 、カ ス ンシ 、イイギリなどは2018

年の2 以 に したものの、 として本数は

上 を めていた。また、キリ、 ミズ 、

リ、カ ス ンシ 、 マ 、アカ

シ などが の上 を めた。 から

していたシ ダモ、 ミズ 、 バキ

なども 、本数とも 上 を めていた。

種の 、2 18年から2 21年に 数の1 種が本

数を らしたのに し、 り 数は 加または同

数であった。 加したのは、シ ダモ、 マノミ

ズキ、ア ダといった 布 の種子を つも

のが多かった。 

の広葉 林の 種であるコナ は、

5年 の本数が135本/ha（3 種中1 目）で

も35 とそれ ど くなかった（表-2）。 

5． と A0 の の  

 -8は、平 植生被 と平 A0 被 の

を示している。A0 被 は、 の 葉が多くみ

られたため、 いまま していた。植生被

は、2 18年に に 加した 、一 して上

向を示し2021年には9 に した。なお、植生

被 に める の被 の は に 加 向

－11－



を示し、2018年に9.5 だったのが、2021年には

2 と2 に 加した。 

．  

の  

 生 の本数は、 に 5年 には

体的に している（ -1）ことから、2年 の

刈り いが効果的であったことが示された。 生

の本数は、 には の本数の多い場所や

の な場所で多い がみられたが、年

にはそれらの が さくなっていた（ -2、3）こ

のことから、刈り いは に関係なく 生力

を する効果があったと られる。 葉 人

工林での 年 （ 谷 2018）と す

ると、 生 の本数は多い 向にあるが、平

は ぼ同 であった（ 谷 2018）。ただし、

林 同様、 は刈り い2年目以 に

くなっている（ -1）ことから、今 さらに

いを す可能性は られる。以上のことから、

生 は、 林 地と ぼ同 向

を示し、本数が する 、 成 は上向き

向であることから、今 とも した が必

要であると られる。 

の  

 木広葉 では、種数が2年目に 加した

いとなり、本数も2年 に した に す

る 向（ ）がみられ、それらの 年 の数 は、

い れも 林 地（ 谷 2018）での に

て さくなっていた。2年目での 加 向は

林 地でもみられたが、年目以 置 林で

向にあるのは、 林に てアカ

シ やカ ス ンシ などの イ ニア種の本

数が 体に める が いためと られる

（表-2）。 イ ニア種が多い原 は、 林

地に て の が なため

（ 谷 2 18 ）と られる。また、 年目

以 向が であったのは、 イ ニア種

が に いため、または刈り いの影響を け

やすかったためと られる。 

年 の広葉 の平 は120cm で

林 年 （8 m）に て かった（ - ）。

これは、同 く の が であ

ったためと られる。 の を

すると、 林 地では1 であったのに

し、 置 林では48 （ 2 ）である（ 谷 2018

）。 年 を しても が1 であっ

たのに し、 は （2 ）で に 置 林

地では い が されている（ 谷 

2018 - ）。 置 林 5年 の 生 の

は 林 年 （ 谷 2 18）と と ど

わらなかったことを ると、 林 地で

の広葉 の成 は、 生 に加 、 葉 の

木の影響を けていることが られる。一方、

置 林での広葉 の成 は 生 のみの影響と

なる。実 、広葉 の平 と の関係で、

には の影響を けにくにかったにもか

かわら 、年 には な で が くなる

向がみられた（ -5）ことや、GLMM の の結

果、 年 の広葉 の本数に し、 が正の、

の本数と が の影響を ていることから、

生 の びが を 御し、広葉 の成 に

影響を ている（ -7）ことを示している。 

これらのことから、 置 林の 地で

した広葉 は 林に て種数や本数は

ないが、 が 的に し成 が いため

に、広葉 林 の回 が いと られる。 

の の  

 置 林 地に した広葉 の 種 成

は、 本的に れ 人工林の 地（

谷 2 11）や 林 地（ 谷 2 18）に

した 種と と ど同 で、 山広葉 林に

する 種であった（表-2）。これは、い れも

や 地 が ぼ同 場所に 置しているためと

られる。 年 に イ ニア 種は大 に

し、シ ダモ、 マノミズキ、ア ダなど

の 布 を つ 種が 加する 向や、

からの 生 と思われるシ ダモや シ

など 広葉 の本数が されている（表-2）

のも 林 地と同様である（ 谷 2018）。

このことから、 林を すれ 多種多様な 種

の森林に回 できる可能性が示 される。ただし、

置 林 地では 広葉 林の 種である

コナ の が 林 地（780本/ha）より

調で、コナ を とした広葉 林 の回 の可

能性は いか、またはその回 に を要すると

られる。 

と A0 の の  

 水 機能や 防 機能など 的機

能の として、 植生や林 の A0 の 化も

の重要な注目 である。今回の結果では、

－12－
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植生被 は 一 して 加 向を示し、5

年 には平 で9 に し、 林 地の

80 を上回っていた（ -8）。皆 された 林は、

置された 林に による地表 が5分の1

に し、 も 分の1 に するが、

これには林 植生の有 が影響しているとされて

いる（ 原ら 2005）。また、 葉 人工林では植

生被 が5 に すれ 被 2 の

の1 に られる（ ・ 谷 2 8）

とされている。このことから、多くの 地で

機能が回 していると られる。ただし、

の が 林 地に て くなっている

（ 谷 2 18 -8）ことは、今 注 する必要が

あると られる。 

A0 の被 も機能に関係することが され

ている（ 部ら 1 2）。今回の結果では、

林同様、 から い で している（

-8 谷 2 18）ことから、機能の 化に大きな影

響を ていないかもしれない。 

 以上のことから、 置された 林の の結果、

の 生力を めることは可能であった。しかし、

生 は に ておら 、 に いを り

して る可能性があるので、今 を なが

ら 加の刈り いが必要と られる。一方、

木広葉 は イ ニア 種が多い 向にあったが、

多種多様な 種が しており、 林 地

よりも成 が く、広葉 林 の回 が いと

られた。また、植生被 の な まりによっ

て 的機能も 調に回 していることが示 さ

れた。 
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